
輸入住宅産業協議会セミナー LSP 単位（1 単位）認定セミナー 
 

「住宅部材として重要な木材製品の供給、その現状と未来を学ぶ」 
―第１回「私達はどこから木材製品を調達し、住宅に活用していくのか？」― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主  催： 輸入住宅産業協議会・企画広報委員会 
開催日時：  ５月２３日（水曜日）１５時～１７時３０分 
場 所： 池袋サンシャインシティワールドインポートマートビル６F・ミプロ会議室 
 
講演 私達はどこから木材製品を調達し、住宅に活用していくのか？

 
 １５：００ 主催者挨拶  IHIO 企画広報委員長 

セルコホーム(株)取締役  杉浦 洋一 
１５：１０ ① 輸入元およびプレカット工場の視点から  

講師：ポラテック株式会社プレカット事業部取締役事業部長 
北大路 康信 氏 （講演時間１時間） 

１６：１０ ② 輸入商社およびハウスメーカーの視点から 
講師：住友林業株式会社住宅事業本部資材物流部木材調達グループ 

グループマネージャー・鶴澤 靖彦 氏 （講演時間１時間） 

   １７：１０ 質疑応答 
   １７：２５ アンケートのお願い 
 

石油をはじめとする資源の高騰が世界の経済に大きな影響を与えていますが、昨年はつ

いにその波が木材に及び、まず合板そして製材・集成材の価格が急上昇しました。木材製

品価格の高騰と強まる供給のタイト感に、木材および住宅業界の人々が危機感を募らせる

中、今年に入ってロシア政府が丸太の輸出税アップを発表し、業界は否応なしに変化を迫

られることになりました。 
日本の木材最大供給国であるロシアから丸太が来なくなれば、針葉樹合板、北洋材製材品

は代替材料を探さなければなりません。ヨーロッパの大手木材製品メーカーがロシアから

丸太を買うことができなくなれば、ヨーロッパの木材製品価格はさらに上昇するでしょ

う。外材の供給に不安を持った人達は、早速国産材の活用に目を向けていますが、実際に

日本のスギは外材の代替材として、どのくらい利用することができるのでしょうか？ 
木材製品は日本の住宅にとって欠かすことのできない建築材料です。大きな変化が予想さ

れる日本の木材製品供給について、もう一つの注目される要素である違法伐採の問題も 
念頭に置きながら、セミナーを通して学んでいきます。 



定 員： ６０名（申込順） 
お 申 込： 下記の申込書にご記入のうえ FAX で当日昼までにご返送ください。 
お問合せ： IHIO事務局担当：橋本 TEL：03-3980-7311、FAX：03-3980-7312 宛

・・・・・・・・・・「木材製品の供給、その現状と未来」セミナー申込書 5/23 日開催･・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

ふりがな 
 
 

会社名 
 
 

参加者氏名 1 
 
 

参加者氏名 2 
 

部署／役職 
 
 
□ﾗｲﾌｽﾀｲﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰである 

部署／役職 
／ 

□ﾗｲﾌｽﾀｲﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰである 

あてはまるもの１つに○をつけてください。 
 
1 工務店 2 不動産業 3 設計・ﾃﾞｻﾞｲﾝ 4 ﾊｳｽﾒｰｶ  ー 5 ゼネコン   6 住宅設備業 業  種 

7 メーカー 8 商社・問屋 9 地方公共団体 10 マスコミ 
11 一般消費者 12 その他 

 

ご住所 
〒  

 
TEL  

 FAX  

E-mail 
                
 
 （ ）今後 E メールでの案内を希望する 

 
＜会場案内図＞ 
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